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SMAビ レッ トは原料素粉末 としてガスア トマイズTi粉末
とカル ポニルNi粉 末を用いた.TiNiSMAビレッ トの作製
は以下の手順で行 った.ま ず,Ti粉末 とNi粉 末の混合割
合は,Ti-49.8at%NiからT -51.Oat%Niの範囲になるよ うに
設定 した.遊 星型 ボール ミル によるTiNi粉末の混合条件
は,テ ーブル回転数200rpm,混合時間0.6ksであった.作
製 した混合粉末は黒鉛型内に積層 しなが ら充填 した.こ の
とき,下 か らNi濃度51.Oat%,50.8at%の順 に49.8at%まで
7層に積層 し,パ ル ス通電加圧焼結 した.TiNi混合粉末の
充填量 はTi-49.8at%Niから50.8at%Niではいずれ も2.77g
とし,Ti-51.Oat%Niは42.7gとした.こ こで,Ti-51.Oat%Ni
のTiNi混合粉末 の充填 量が他の組成 の混合粉末よ り多い
のは,焼 結後の熱 問押出 し後,金 型の構造上一定量が金型
内に残存 し,ワイヤ として得 られないためである.焼 結条
件 は焼結温度1023K,焼結時間1.8ksとし,焼 結後 は炉冷





































































































































































形状記憶熱処理 を施 した ワイヤにおいて,室 温での引張
試験 か ら得 られ た公称応カ ー公称 局所 ひずみ 曲線 を測定箇




M変 態 応 力 をTi-50.4at%Niの結 果 と比 較 す る と,
Ti-50.6at%Niで90MPa程度,Ti-51.Oat%で150MPa程度高い




形状記憶熱処理後 のワイヤ を体内でガイ ドワイヤ として使
用す ることを想定 した場合(実 際に直径2㎜ の ワイヤ をそ
のまま用い ることは困難 であるが),低Ni濃 度側 をガイ ド
ワイヤの先端 とすれ ば,先 端で低 剛性 の(柔 軟性の高い)
特性 が,末 端は高剛性 の(操 作性の高い)特 性 が得 られ る.
このよ うに,用途 に合わせ てSMAの 異なる機能特性 を連続
的に変化 させ なが ら引き出す ことが可能 となるこ とを示唆
する結果が得 られた.
これ までに述べ てきた結果か ら,本 研究 の手法で ビ レッ
トおよびワイヤ を作製すれば,ワ イヤは変態温度の傾斜機
能特性 を有 し,こ れ に伴 って ワイヤ内の位置 によ り形状記
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